
マスクのノーズフィットによる顔などへの傷害にご注意！ 

 

 マスクは、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、日常生活での必需品となっています。不

織布マスクをできるだけ顔に隙間なく密着させるため、鼻付近に当たる部分にノーズフィット

が入っているものがあります。ノーズフィットの材質には樹脂製のもの、金属製のワイヤーを樹

脂で覆ったもの、金属製のものがあります。 

昨年度、不織布マスクを使用したところ、鼻の近くに擦り傷を負ったという事故が発生し、国

民生活センターで商品テストを行いました。 

 

事例をご紹介します。 

・ 小学生の子どもが不織布マスクを着用したところ、ノーズフィットの端がチクチクした。痛み

を我慢して着用していたが、下校してから外したところ目の下に傷があり、少し出血してい

た。 

・ マスクを捨てる際に丸めたところ、鼻部分の針金が出てけがをするところだった。 

・ マスクから出ていたワイヤーが眼に入った。 

  

 ノーズフィットの端部を調べたところ、樹脂製、金属製のノーズフィットの端は尖っており、金

属製のワイヤーを樹脂で覆ったものでは端部からワイヤーが露出しているものがありました。 

マスクを縦に半分に折りたたむ操作を繰り返したところ、ノーズフィットの端部が不織布を

貫通したり、不織布がはがれてノーズフィットが露出するものがありました。 

 不織布マスクのノーズフィットの材質や形状、マスクの構造によっては、ノーズフィットの端部

により皮膚や眼を傷つけることがあります。マスクを着用する際や着用中に調整する際には、

ノーズフィットの端部をよく確認しましょう。また、ノーズフィットを折り曲げるときには、鋭く

尖った部分が突き出し、それに触れやすくなりますので、取扱いには注意しましょう。 

 

（参考：国民生活センターウエブページ） 

 


